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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、複数の制御経路で機能するタンパク質をコードしています。コードされたタンパク質は、多数の細胞質タンパク質と複合体を形成し、核内小核タンパク質（Sm）の生合成、血小板の活性化、細胞骨格の形成など、多様な機能を果たします。また、細胞膜にも結合しており、塩化物イオン電流の調節因子として機能します。この遺伝子の擬似遺伝子は、1番染色体、4番染色体、6番染色体上に存在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年7月]、機能：Smタンパク質との相互作用は、U RNA上でのそれらの組み立てを阻害し、snRNPの生合成を阻害します。Smタンパク質への生存運動ニューロンタンパク質（SMN）の結合を阻害します。細胞膨張誘導性塩化物コンダクタンス経路の活性化により、細胞容積制御に関与する可能性がある。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：pIClnファミリーに属する。,細胞内局在：少量は細胞骨格にも関連する。,サブユニット：ホモオリゴマー。SKB1を含む20S複合体であるメチロソームの構成要素。Smタンパク質と相互作用する。,
	研究分野
	タンパク質リン酸化、チロシンキナーゼ、受容体チロシンキナーゼ、シグナル伝達、タンパク質輸送、小胞輸送、調節、神経科学、Ser/Thrキナーゼ、PKC、神経伝達、分泌小胞、調節
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	pIClnポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

